
２-６ NIPT の経験 

 

◇2-6-1 誰が NIPT を希望したか 

 

「一番最近の妊娠時に、NIPT検査についてあなたの状況にあてはまるものをすべてお選

びください」という質問に、「自分で検査を受けることを希望した」、「夫や家族が、検査を

受けるよう希望した」、「医療者から、この検査の勧めがあった」、「自分で検査を受けること

を希望しなかった（断った）」、「（自分の希望を考える間もなく）医療者が検査をすると決め

た」、「そういう検査があることを知らなかった」、「覚えていない・わからない」、「答えたく

ない」から回答してもらった。 

「そういう検査があることを知らなかった」は 1186（53.4%）、「自分で検査を受けるこ

とを希望しなかった（断った）」は 875（39.4%）、「自分で検査を受けることを希望した」は

60（2.7%）、「覚えていない・わからない」は 61（2.7%）、「医療者から、この検査の勧めが

あった」は 39（1.8%）、「夫や家族が、検査を受けるよう希望した」は 23（1.0%）、「（自分

の希望を考える間もなく）医療者が検査をすると決めた」は 10（0.5%）、「答えたくない」

は 6（0.3%）だった。「そういう検査があることを知らなかった」が半数程度を占めた。 

(n = 2221) 

  



 

◇2-6-2 NIPT を受けたか 

 

「一番最近の妊娠時に、あなたは新型出生前検査（NIPT検査）を受けましたか」という

質問に、「検査を受けた」、「検査を受けなかった」、「他の医学的検査から受ける必要はなか

った」、「検査を受けたかわからない（自覚がない）」、「妊娠時に検査が実施されていなかっ

た」、「覚えていない」、「答えたくない」で回答してもらった。 

「検査を受けなかった」は 1849（83.3%）で最も多かった。「妊娠時に検査が実施されて

いなかった」が 221（10.0%）、「他の医学的検査から受ける必要はなかった」が 84（3.8%）、

「検査を受けた」が 37（1.7%）、「覚えていない」が 16（0.7%）、「検査を受けたかわからな

い（自覚がない）」が 13（0.6%）、「答えたくない」が 1（0.0%）だった。 

(n = 2221) 

 

  



 

◇2-6-3 NIPT を受けた時期 

 

NIPT 検査を受けたと回答した 37 名に、「前の質問で答えた検査を受けた時期を教えて

ください。2回以上受けた方は、直近の時期をお答えください」と尋ね、2009年以前、2010

年から 2015年までの年、「答えたくない」で回答してもらった。 

2014 年と 2013 年が最も多く、各 11 名（各 29.7%）だった。2012 年が 8 名（21.6%）、

2015年が 6名（16.2%）、「答えたくない」が 1名（2.7%）だった。2012年から 2014年ま

でに受けた人が 8割以上を占めた。 

 (n=37) 

 

  



◇2-6-4 医療者からの説明 

 

下記の検査に関する解説文をつけた上で、「医療者から以下の検査について、検査の目的、

方法、リスクなどを説明されましたか。それぞれの検査について、あてはまるものをすべて

お選びください。」という質問に、「結果が確定的かどうかの説明」、「検査の費用の説明」、

「検査を勧める／勧めない内容」、「受けるための条件」、「その他の説明」、「説明はなかっ

た」、「覚えていない・忘れた」、「答えたくない」で回答してもらった。 

 NIPT検査では、「結果が確定的かどうかの説明」は 68（3.1%）、「検査の費用の説明」は

65（2.9%）、「検査を勧める／勧めない内容」は 70（3.2%）、「受けるための条件」は 50（2.3%）、

「その他の説明」は 31（1.4%）、「説明はなかった」は 1702（76.6%）、「覚えていない・忘

れた」は 335（15.1%）、「答えたくない」は 16（0.7%）だった。 

(n = 2221) 

 

【新型出生前検査（NIPT検査）】 

新型出生前検査（NIPT 検査）とは、NIPT は無侵襲的出生前遺伝学的検査

(Noninvasive prenatal genetic testing)とも言われ、母体血清マーカーと同じよ

うに妊婦の血液から胎児の状態を推定します。現在、臨床試験として、限られた

医療機関でのみ実施されています。 

 

 

  



 

◇2-6-5 医療者からの「検査を受けるかどうか」についての質問 

 

前述の検査に関する解説文をつけた上で、「一番最近の妊娠時に、次のような検査につい

て医療者からの質問はありましたか」という質問に、「検査について説明を受け受けるか尋

ねられた」、「特に説明はないが検査を受けるか尋ねられた」、「受けるかどうか尋ねられてい

ない」、「覚えていない」、「この検査を聞いたことがない・知らない」、「答えたくない」で回

答してもらった。 

 NIPT 検査では「検査について説明を受け受けるか尋ねられた」は 85（3.8%）、「特に説

明はないが検査を受けるか尋ねられた」は 34（1.5%）、「受けるかどうか尋ねられていない」

は 1320（59.4%）、「覚えていない」は 226（10.2%）、「この検査を聞いたことがない・知ら

ない」は 547（24.6%）、「答えたくない」は 9（0.4%）だった。 

 (n = 2221) 

 

  



 

◇2-6-6 NIPT 検査を受けた理由または受けなかった理由 

 

前述の検査に関する解説文をつけた上で、NIPT検査を受けたか、受けなかったかで以下

の質問に回答してもらった。まず「検査を受けた理由についてあてはまるものをすべてお選

びください」という質問に、「胎児の異常がわかるから」、「受けるのものだと思っていたか

ら」、「医師から勧められたから」、「自分の病気などリスクが高いから」、「自分の身体の状況

を知るために必要だから」、「リスクがないと思っていたから」、「妊娠の経過がわかるから」、

「安心したいから」、「他の検査結果から受けた方がよいとされた」、「前の妊娠が流産・死産

だったから」、「親族や知人に病気や障害がある人がいるから」、「上記のいずれもあてはまら

ない」、「答えたくない」で回答してもらった。また、「検査を受けなかった理由についてあ

てはまるものをすべてお選びください」という質問に、「自分が検査を受けたかわからない

（自覚がない）」、「何の検査かよくわからなかったから」、「医師から言われなかった・勧め

られなかったから」、「受ける必要を感じなかった」、「産むと決めていた」、「検査をすると不

安になるから」、「経済的な理由から」、「必要と思わなかったから」、「他の検査結果から受け

る必要がないとされたから」、「その他」、「上記のいずれもあてはまらない」、「答えたくない」

で回答してもらった。 

受けた理由としては、「胎児の異常がわかるから」は 11（29.7%）、「受けるのものだと思

っていたから」は 9（24.3%）、「医師から勧められたから」は 10（27.0%）、「自分の病気な

どリスクが高いから」は 2（5.4%）、「自分の身体の状況を知るために必要だから」は 3（8.1%）、

「リスクがないと思っていたから」は 3（8.1%）、「妊娠の経過がわかるから」は 3（8.1%）、

「安心したいから」は 5（13.5%）、「他の検査結果から受けた方がよいとされた」は 0（0.0%）、

「前の妊娠が流産・死産だったから」は 1（2.7%）、「親族や知人に病気や障害がある人がい

るから」は 2（5.4%）、「上記のいずれもあてはまらない」は 8（21.6%）、「答えたくない」

は 1（2.7%）だった。                           (n = 37) 

 受けなかった理由としては、「自分が検査を受けたかわからない（自覚がない）」は 45

（2.4%）、「何の検査かよくわからなかったから」は 97（5.2%）、「医師から言われなかった・

勧められなかったから」は 865（46.8%）、「受ける必要を感じなかった」は 362（19.6%）、

「産むと決めていた」は 220（11.9%）、「検査をすると不安になるから」は 65（3.5%）、「経

済的な理由から」は 50（2.7%）、「必要と思わなかったから」は 425（23.0%）、「他の検査

結果から受ける必要がないとされたから」は 55（3.0%）、「その他」は 57（3.1%）、「上記の

いずれもあてはまらない」は 198（10.7%）、「答えたくない」は 10（0.5%）だった。 

                                    (n = 1849) 

 受けた理由としては、「胎児の異常がわかるから」が最も多く、受けなかった理由として

は、「医師から言われなかった・勧められなかったから」が最も多かっった。 
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